
各モデル地区の進捗状況一覧（抜粋）
鳴子ダム 天ヶ瀬ダム 来島海峡大橋 鶴田ダム 八ッ場ダム

現
地
協
議
会

既
存

組
織 鳴子ダム水源地域ビジョン幹事会

天ヶ瀬ダムを観光資源に含めた宇治市地域の観
光発展検討会

環瀬戸内海地域交流促進協議会 川内川水系かわまちづくり観光振興部会 チームやんば

連
携
団
体

NARU-GO！再生プロジェクト 京都京阪バス（株）、宇治観光ボランティアガイ
ドクラブ、（独）水資源機構、関西電力（株）

今治市、（一社）愛媛県観光物産協会、（公社）
今治地方観光協会、（一社）尾道観光協会、（一
社）しまなみジャパン、道の駅よしうみいきいき
館

（株）薩摩川内市観光物産協会、NPO法人ひっ翔
べ！奥さつま探検隊、NPO法人バイオマスワーク
あったらし会、NPO法人水と地球

道の駅八ッ場ふるさと館
川原湯温泉協会
長野原観光協会

事
業
方
針
（
案
）

概
要

鳴子ダム魅力倍増・通年化プロジェクト
• 四季折々の美しさの見せ方

宇治市観光協会を実施主体としたインフラツアー
の持続的な提供を目指す
• インフラツアー提供の体制構築

しまなみ海道魅力拡大プロジェクト
• 橋の見せ方・体験プログラム

さつま観光未来プロジェクト
• インフラツーリズムの可能性の拡大

※これまでの取り組み
H29：やんばツアーズ開始
①やんばコンシェルジュ
②目的別見学プラン
③八ッ場ならではの体験と特
典

④受入人数の増強
⑤外部・地元との連携強化
H30：見学ツアーの拡充
R1：10月以降、地元主体での
ツアー実施へ移行

※集客実績（参考）
• やんば見放台
H30：205,000人
R1：320,000人

• 堤体
R2：200,000人
※R2は2月末時点

目
標

• 鳴子ダム観光の通年化 • 京都市内からの観光客誘致数の増加
• 滞在時間の増加

• 高単価な見学ツアーの設定 • 多様なインフラ見学ツアーの構築

ツ
ア
ー
設
定
（
案
）

イ
ン
フ
ラ
施
設

◆見学プログラムの通年化
① すだれ放流の通年実施
② 夏・秋・冬の見学ツアー
③ 鳴子ダムの歴史学習ツアー

◆インフラ施設・産業遺産
① キャットウォーク体験・点検放流見学
② 雨天時の横坑見学・管理支社からのダム見
学

◆塔頂体験の商品化
① 個人で随時予約できる定時出発ツアー
② 日時を限定した少人数・高付加価値ツ
アー

③ フォトウェディングなど貸切塔頂プラン

◆団体向けツアー
① 小中学生向け教育旅行
② バリアフリー対応見学ツアー
③ 旅行会社とのタイアップツアー
④ テクニカルビジットツアー
⑤ ダムマニア満足ツアー
⑥ 焼酎貯蔵記念体験

周
辺
地
域
連
携

◆周辺地域の観光資源との連携
① 温泉宿泊とダム見学組み合わせツアー
② ライトアップと組み合わせたイベント実施
③ 発電施設と組み合わせた見学ツアー
④ 上流のダムから河口（石巻）をつなぐツアー

◆周辺地域の観光資源との連携
① 宇治市内・京都府内在住者をターゲットとし
た地域の魅力発掘ツアー

② 宇治初心者をターゲットとしたお茶・平等院
とダム特別体験を連携させたツアー

◆周辺地域の観光資源との連携
① 村上海賊と連携したツアー
② しまなみ海道サイクリスト向けスタンプラ
リー

③ 橋を多様な場所・時間から眺めるツアー
④ 富裕層向け特別プラン

◆個人向けツアー
① 温泉宿泊とダム見学組み合わせツアー
② 個人客１名から受け入れの高満足ツアー
③ 鶴田ダム大鶴湖遊覧船の期間限定運行
④ 観光（点検）放流の実施
⑤ 発電施設と組み合わせた見学ツアー

Ｒ
２
年
度
１
回
目
協
議
会
概
要

意
見
要
旨

• いずれはインフラツーリズムと農業遺産を組
み合わせていく可能性があると考える。

• 自走するにはそれなりの単価をもらわないと
できない。

• 告知の方法が今までの課題である。

• ガイドボランティアに案内いただくことも可能だ
が、ダムの特別体験は職員対応が必要。

• 雨天時の代替コンテンツの検討が必要。マイ
クロツーリズムの観点で、地域を深堀していく
ことが必要である。

• PRは様々な手段で行った方が良い。

― • 個人向けプランについては来年度は事業者
や各市町村も巻き込んで具体的に動き出す
ことが大切。

• 役割の明確化、人材育成が必要である
• 通年でお客を呼べるようにする必要がある

―

事
業
方
針
、
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
へ
の
反

映
• ターゲットや担い手、地域資源との連携、プ
ロモーション、予約、手配の観点から今後の
地元主体での実施に向けた検証を行う。

• 収支計画についても検証する。

• 雨天時の代替コンテンツについては、どのよ
うに楽しめるかを検討する。

• ニーズと開催可能日を踏まえたツアー造成の
検討に向けた検証を行う。

― • 団体向け、個人向けツアー内容のさらなる深
度化と実施体制の構築

• 薩摩川内市観光物産協会を実施主体として
商品化を想定した、土日も含めたダムの見
学体制の構築

―

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
実
施
状
況
、

実
施
結
果

実
施
内
容
、

検
証
内
容

• プレミアムツアーとしての観光タクシープラン、
団体バスツアーの２プランを設定

• 検証内容：ターゲット、担い手、商品造成（地
域連携）、プロモーション、収支計画

― ― • 鶴田ダムとダム周辺の観光資源をタイアップ
した「鶴田ダムインフラツアー」 を実施（20名
参加）

• ダムでは点検放流やゲート見学を実施

―

実
施
結
果

課
題
・改
善

点

• みやぎ大崎観光公社を実施主体とする運営
体制を構築

• 一定の利益を得られる収支計画を構築

― ― • 放流状況やダム内部の施設見学など、普段
見ることができない体験だったなど好評

• ダムへの理解が促進された

―

Ｒ
２
年
度
２
回
目

協
議
会
概
要

意
見
要
旨

•今後通年化していくための検討が必要
•収支計画は見えていないコストの考慮も必要
•放流の代わりにライトアップも活用可能

― ― ― ―

今
後
の
自

走
に
向
け

た
取
組

•通年で実施できるコンテンツ、ツアーの検討
•民間委託や自走化時の収支計画検討
•ガイドマニュアルの深度化

― ― ―

資料１－２



各モデル地区の進捗状況一覧（抜粋）
白鳥大橋 日下川新規放水路

現
地
協
議
会

既
存

組
織 室蘭観光推進連絡会 ―

連
携
団
体

室蘭市、室蘭観光協会、室蘭商工会議所、ス
ターマリン株式会社、まちづくり団体など民間組
織、宿泊事業者団体、室蘭市民観光ボランティア
ガイド協議会

• 日高村、日高村商工会、日高村観光協会、仁
淀ブルー観光協議会、高知県仁淀川地域本部

事
業
方
針
（
案
）

概
要

インフラツーリズムで室蘭の歴史・産業・文化を
発信
【白鳥大橋魅力拡大プロジェクト】

インフラツーリズムによる日高村観光資源の活性
化
【日下川新規放水路魅力拡大プロジェクト】

目
標

• 歴史や景観・景勝地を巡るコース設定
• 周辺観光地と連携した周遊コースの検討

地域での食・買い物、体験を楽しむコース（フッ
トパス、トレッキング等）の設定

ツ
ア
ー
設
定
（
案
）

イ
ン
フ
ラ
施
設

①主塔貸切ツアー（主塔最上部登頂、夜間登頂、
ﾌｫﾄｳｪﾃﾞｨﾝｸﾞ撮影等）

②管理用階段で登頂するプレミアムツアー

① 日下川新規放水路工事現場の探検ツアー
② インフラ施設の役割や作られた背景を学ぶ

ツアー
③ トンネルレストランツアー

周
辺
地
域
連
携

①「鉄のまち」室蘭の歴史を辿る日本遺産「炭鉄
港」ツアー

②フォトジェニックな景観・景勝地を巡る室蘭港内
クルーズツアー

① 日高村の観光資源と連携した特別プログラ
ム

第
1
回
協
議
会
概
要

意
見
要
旨

• 単なる地域活性化だけでなく、稼ぐ観光の実
現が重要。

• 地域の事業者が稼げるように、地域を巻き込
んでいく必要がある。

• 周辺地域とも連携が必要である。

• 他のインフラ施設に負けないものを一言で伝
えることができるコンセプトを決めることが必
要。「長い」、「暗い」空間をどう生かすか。

• 一般の方に治水施設の必要性をしっかり説
明する必要性がある。

事
業
方
針
、

フ
ァ
ム
へ
の

反
映

• 白鳥大橋の多様な活用メニューについて検
討

• 周辺地域との連携については、市外地域も
含めたパッケージを検討

• 日下川新規放水路の特徴を生かしたコンテ
ンツ検討

• 組み合せる地域資源の調査、検討

フ
ァ
ム
ツ
ア
ー

（モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
）

実
施
予
定

実
施

時
期

• 令和3年7月頃のモニターツアー実施を想
定

• 11～12月にて実施予定（日付未定）

実
施
内
容

①白鳥大橋主塔登頂クルーズとアンカレイジ
見学付き鉄のまち室蘭の歴史を巡るツアー
②室蘭の絶景を巡る魅力発掘ツアー
③新たな魅力を発見、室蘭を巡るカメラ旅
④大自然満喫ツアー

• 未定（日高村を中心に、仁淀川、土佐市、い
の町等と連携して作成）

第
２
回
協
議
会
概
要

意
見
要
旨

•ガイド育成や受入体制を整備し、主塔見学＋
クルーズの実施体制を整えることが必要。
•モニターツアーについて、内容の磨き上げや
誰に販売するのか、誰が販売するのか、どの
ように販売するのか等の検討が必要。

―

今
後
の
自
走
に
向

け
た
取
組

•主塔塔頂クルーズを軸としつつ、多様な見学・
活用方法を検討
•ガイドマニュアルの深度化
•組み合せる地域資源の調査、検討
•モニターツアー内容の検討、実施

―

資料１－２


